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農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を

市
長
へ
提
出
し
ま
し
た

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た

　

７
月
18
〜
19
日
、
農
業
者
年
金

加
入
推
進
等
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、

委
員
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
訪
れ
た
岩
手
県
一
関
市

は
６
割
が
山
林
で
中
山
間
の
農
地

が
多
く
、
農
業
産
出
額
で
は
鶴
岡

市
に
次
ぐ
東
北
４
位
、
そ
の
内
67

％
が
畜
産
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
新
規
加
入
者
数
は
、

平
成
29
年
以
前
は
一
桁
台
で
し
た

が
、
班
体
制
を
組
み
、
ま
ず
委
員

が
制
度
を
良
く
理
解
し
、
戸
別
訪

問
を
中
心
と
し
た
活
動
が
実
を
結

び
、
平
成
30
年
に
は
15
人
に
増
え

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
特
に
、
具

体
的
な
推
進
体
験
談
を
聞
く
こ
と

が
で
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
南
三
陸
町
農
業
委
員

会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

状
況
と
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
、
西
戸
川
工

区
圃
場
整
備
、
在

郷
工
区
圃
場
整
備

の
現
場
を
視
察
し

ま
し
た
。
こ
の
地

域
の
38
％
の
耕
地

が
被
災
し
、
山
土

（
赤
土
）
で
盛
土

さ
れ
た
場
所
で
は

土
が
痩
せ
て
い
る

た
め
土
作
り
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
、

不
安
や
耕
作
意
欲

を
衰
退
さ
せ
る
な

ど
の
問
題
が
発
生

　

６
月
28
日
、
渡
部
会
長
は
じ
め

四
役
が
皆
川
市
長
を
訪
問
し
、
農

業
委
員
会
定
例
総
会
で
決
議
さ
れ

た
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農
業

を
守
る
た
め
、
農
業
者
の
皆
さ
ん

が
意
欲
と
希
望
を
持
っ
て
農
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
今
後
も
市
の

ほ
か
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関

へ
現
場
の
生
の
声
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
高
台
に
あ
る
戸
倉
公
民
館

（
旧
中
学
校
）
で
は
、
津
波
到
達

点
の
記
録
が
あ
り
、
改
め
て
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
現
地
に
出
向
い
て
初
め
て

わ
か
る
こ
と
が
多
く
、
大
変
意
義

あ
る
研
修
で
し
た
。

　
（
太
田
裕
徳
広
報
編
集
委
員
長
）

農 業 委 員 会 活 動 報 告

　　◆ 提出した要望内容 ◆
・新規就農者への支援に関すること
・公道周辺の管理徹底に関すること
・鳥獣被害対策に関すること

　◆ 視察先 ◆
＊岩手県一関市
＊宮城県南三陸町

市長
要望

年金
視察


